
議案 第１号 

 

令和５年度 法人本部 事業実績報告書 

１ 事業の実施状況 

   事 業 項 目 実     績 

 

事業概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営理念 

 

 

経営の基本 

（１）利用者の自立支援 

 

 

新型コロナは、昨年５月の「５類移行」後も断続的に感染拡大が継続し、冬期間に

は季節性インフルエンザと同時流行が指摘されていたことから、当法人では、昨秋ま

でに、利用者・職員に対する「オミクロン株対応Ⅰ価ワクチン（第７回目）」及び「イ

ンフルエンザワクチン」の接種を終えるなど感染対策の強化に努めてきたが、昨年１

２月に厚真リハビリセンター及び豊厚園で連続してクラスターが発生した。厚真リハ

ビリセンターで利用者２０名・職員９名、豊厚園で利用者２３名・職員１０名が感染

し、一時利用者様の介護・支援に支障を来すこともあったが、法人内施設間の応援体

制を確保しながら、職員一丸となって感染拡大防止に取り組んだ結果、両施設共に１

月１０日に無事収束することができた。新型コロナは、引き続き高い水準で感染拡大

が続いており、当法人としては、引き続き基本的感染対策を愚直に徹底継続するとと

もに、一層の緊張感をもって再発防止に努め、利用者様の安全・安心の確保に最善を

尽くしていくこととした。 

新施設がオープンしてから３期目に入り、震災の影響で利用者が激減した厚真リハ

ビリセンター及び豊厚園の定員満床と両デイサービスセンターの利用率向上を重点目

標に掲げ、職員一丸となって取り組んだ。その結果、利用者数は徐々に回復してきた

が、最終利用者実績（１日平均利用者数）は、厚真リハビリセンターで４４．５名、

豊厚園で７６．４名、あつまデイサービスセンターで８．１名、厚南デイサービスセ

ンターで１１．４名（みんぐるを含む。）にとどまり、目標とした利用者数を達成する

ことができなかった。加えて、エネルギー関連価格をはじめとする諸物価の高騰によ

る支出増や相次ぐクラスターの発生等による収入減により、前年度から一定の収支改

善はしたものの、当期活動増減差額（当期純損益）は、▲２９，０４９千円となり、

令和５年度も大幅な赤字を計上することとなった。当法人としては、「収支改善に向け

た新たな取り組み」を策定し、赤字脱却に向けて職員一丸となって全力で取り組んで

いくこととした。 

職員の給与改善については、昨年度に続き極めて厳しい経営状況にあることから、

今年度は定期昇給のみを実施し、月額給与及び期末・勤勉手当の改定は見送ることと

したが、令和６年２月から、介護職員の賃金改善を図るための国の補助金を活用して、

新たな「介護職員等処遇改善手当」を支給することとし、職員一人当たり月額平均６，

０００円程度の賃上げを図ることができた。 

 

 利用者の自己選択と自己決定を尊重し、個人の尊厳（個人の人格・人としての権利）

に配慮した良質かつ安全・安心なサービスを提供する社会福祉事業の経営に努めた。 

 

 

 利用者一人ひとりの尊厳を尊重し、「利用者や家族が希望するサービス」を個々人の

障がい特性や要介護度に応じて、個別支援計画や施設サービス計画を策定し、専門的

支援を行い、利用者が安全で安心して楽しい生活ができる施設・事業運営に努めた。 

 



 

   事 業 項 目 実     績 

 

（２）健全経営の実現 

 

 

 

 

（３）職場環境の充実 

 

 

 

（４）地域社会への貢献 

 

 

重点目標 

（１）年間利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事務局 総務課 

 

 

 法人の主体性と自立を高め、社会規範を遵守し、社会福祉事業の主たる担い手にふさ

わしい適正な法人運営に努めた。 

また、事業や予算の重点化、効率化、収入の確保を進め、安定した経営や活力のある

経営に努めた。 

 

北海道厚真福祉会・社会福祉施設・職員が果たすべき役割の認識を高め、必要職員の

配置、専門的な知識や技術の向上、職員待遇の向上に努め、誇りをもって働くことがで

きる魅力ある職場環境づくりに努めた。 

 

利用者や家族、厚真町民などに対して、身近にある福祉サービスの要の役割を果たし、

地域にとって必要不可欠な存在となる活動に努めた。 

 

 

（単位：名） 

事業所名 
定員 延べ利用者数 平均利用者数 

目標 実績 達成率 目標 実績 増減 

厚 

真 

リ

ハ 

生活介護 
50 

13，181 11，926 90.5％ 
49 

44.2 △ 4.8 

施設入所 17，885 15，861 88.7％ 43.3 △ 5.7 

短期入所 2 365    452 123.8％   1 1.2   0.2 

豊 

厚 

園 

特 養 80 28，105 27，031 96.2％ 77 73.9 △ 3.1 

短期入所 7 1，095    913 83.4％ 3  2.5 △ 0.5 

あつまデイ 18 3，696 2，490 67.3％ 12  8.1 △ 3.9 

厚南デイ 
18 

4，620 3，258 70.5％ 
15 

10.9 
△ 3.6 

みんぐる    100    149 149.0％  0.5 

あつま居宅 - 480 455 95.0％ 月40 38.0 △ 2.0 

 

・ 社会規範を遵守した効率的、効果的な法人・施設運営に努めた。 

・ ホームページ等を活用し、法人・施設運営に関する情報公開に努めた。 

・ 地域公益活動事業を推進し、在宅の高齢者等の支援に努めた。（随時） 

・ 将来の施設運営を担う人材育成の研修（キャリアパス）等を実施した。 

   新規採用職員研修の実施（随時） 

施設内研修等の実施（随時） 

・ 職員待遇の改善 

   介護職員処遇改善手当、介護職員等特定処遇改善手当、介護職員等処遇改善手当

を支給するとともに、令和６年２月から、国の補助金を活用して、新たに「介護職

員等処遇改善手当（２）」を支給した。 

利用者数に応じた介護・支援職員体制の確保に努めた。 

・ 全職員が各自の役割、責任に基づいた法人運営、施設サービスに努めた。 

障害福祉サービス等報酬・介護報酬改定、新施設整備資金借入金返済計画に 

基づいた予算の編成と効率的な執行に努めた。 

 



 

 事 業 項 目 実 績 

 

 

 

 

 

 

（３）事務局 事業運営課 

 

 

 

 

（４）各種委員会 

① 事故防止委員会 

 

 

② 感染症対策委員会 

 

 

 

 

③ 防災対策委員会 

 

④ 苦情解決委員会 

 

 

⑤ 権利擁護・虐待防止

委員会 

 

⑥ 給食運営委員会 

 

 

⑦ 特別委員会 

 

 

⑧ 広報委員会 

 

 

⑨ 衛生委員会 

 

・ 全職員が各自の役割、責任に基づいた法人運営、施設サービスに努めた。 

   利用者定員充足率の向上及び各種経費の節減に努めた。 

・ 新型コロナウイルス感染症に係る感染防護服等の備蓄及び基本的感染防止対策 

の徹底に努めた。 

 

・ 個別支援計画・介護サービス計画策定会議を開催し、サービス提供に関する指導を

実施した。（毎月） 

・ 各種委員会の運営に関する指導を実施した。（毎月） 

・ 地域のボランティア等諸団体との連携に努めた。（随時） 

 

 

・ 事故防止委員会を開催し、転倒、転落、誤薬等の事故の検証と再発防止対策等 

努めた。（毎月） 

 

・ 感染症対策委員会を開催し、新型コロナウイルス等の感染症発生予防対策、蔓延防

止対策を実施した。（計１０回） 

・ 新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種６～７回目の支援を行うとともに、

感染者発生シミュレーション机上訓練を実施した。（５月） 

 

・ 総合避難訓練を２回実施し、防災対策に努めた。（５月、３月） 

 

・ 利用者、家族等からの苦情・要望に対し、真摯に受け止め、解決に向けて誠実かつ

適切な対応に努めた。（苦情件数：５件） 

 

・ 利用者の権利擁護対策、虐待防止対策を実施した。（１０月、３月） 

 

 

・ 給食運営委員会を開催し、利用者の状況に対応した食事、季節感に富んだ食事、嗜

好調査結果に基づいた食事の提供に努めた。（毎月） 

 

・ 法人全体行事（もちつき）の企画、運営の実施や職場内研修参加、資格取得対策勉

強会の支援に努めた。（随時） 

 

・ ホームページや「厚真福祉会だより」の発行（５、８、１０、１月）を通じて、厚

真町民やご家族に対し、利用者の近況報告や法人業務のＰＲ等を行った。 

 

・ 衛生委員会を開催し、職員の安全と健康の確保、職場環境の改善に努めた。（毎月） 

 



 

２ 法人役員・評議員・評議員選任解任委員の状況（令和６年３月末日現在） 

役員任期 ：令和５年６月２１日～令和７年６月定時評議員会終結時 

評議員任期：令和３年６月２１日～令和７年６月定時評議員会終結時 

   評議員選任解任委員任期：令和３年６月２１日～令和７年６月定時評議員会終結時 

 

定数 ： 理事６名  監事２名  評議員７名  評議員選任解任委員  ３名 

 

（１） 法人役員（理事・監事） 

役職名 氏  名 当初就任年月日 職    業 推薦団体等 備 考 

理事長   近藤 泰行 令和３年６月２１日 前厚真町副町長 学識経験者  

常務理事   小田 千秋 令和３年６月２１日 北海道厚真福祉会 

施設長 

北海道厚真福祉会  

理 事  加藤 恵子 令和５年６月２１日 無職 厚真町民生児童委

員協議会 

 

理 事   高田 芳和 令和３年６月２１日 厚真町議会議員 学識経験者  

理 事  兵頭 利彦 令和３年６月２１日 元とまこまい広域農

業協同組合 常勤監事 

とまこまい広域農

業協同組合 

 

理 事   山野下 誠 令和３年６月２１日 厚真町社会福祉協議

会 事務局長 

厚真町社会福祉協

議会 

 

監 事  金子 洋巳 令和元年６月１１日 会社員 学識経験者  

監 事   佐藤 照美 令和３年６月２１日 厚真町交通安全推進

委員会 推進員 

学識経験者  

 

（２） 評議員 

役職名 氏  名 当初就任年月日 職    業 推薦団体等 備 考 

評議員  加勢 敏和 平成２９年４月１日 農業 厚真町社会福祉 

協議会 

R5.6.21辞任 

評議員  加藤 昌實 令和３年６月２１日 無職 新町自治会  

評議員 

 

 河村 忠治 平成３１年１月２２日 農業 厚真町老人クラブ 

連合会 

 

評議員  寺坂 文秀 平成２９年４月１日 会社社長 厚真福祉会家族会  

評議員 

 

 宮西 純子 令和３年６月２１日 農業 とまこまい広域 

農業協同組合 

 

評議員 

 

 藤本 昭子 平成１７年８月１日 無職 厚真町婦人団体 

協議会 

 

評議員 

 

 山口 清光 令和３年６月２１日 無職 厚真町身体障害者

福祉協会厚真支部 

 

評議員 

 

 高橋 康夫 令和５年８月２１日 厚真町社会福祉 

協議会 副会長 

厚真町社会福祉協

議会 

 

 



 

（３） 評議員選任解任委員 

役 職 名 氏   名 当 初 就 任 年 月 日 職  業 備    考 

議   長 中田 元次 令和３年 ６月２１日 無職 元法人監事 

委   員 金子 洋巳 令和３年 ６月２１日 会社員 法人監事 

委   員 三浦 康弘 令和３年 ６月２１日 北海道厚真福祉会 豊厚園長 

 

（４） 顧問 

役 職 名 氏   名 当 初 就 任 年 月 日 職  業 備    考 

顧   問  大西 武雄 平成２９年 ６月１３日 無職 元理事 

 

３ 理事会及び評議員会の開催状況 

（１） 理事会 

 区分 開 催 日 開催場所 総数 出席数 主     な     議     題 

第１回 Ｒ ５ ．５．３０  福  祉 

センター 

理事６ 

監事２ 

理事５ 

監事２ 

事業報告、理事長・常務理事の職務の執行状況報告、

監査報告、４年度事業実績報告、４年度決算報告、

給与規程の一部改定、就業規則の一部改定、次期理

事及び監事候補者の選任、定時評議員会の招集  
第２回 

 

Ｒ ５ ．６．２１ 

 

総合ケア 

センター 

理事６ 

監事２ 

理事４ 

監事２ 

選任された役員、理事長の選定、常務理事の選定 

第３回  Ｒ ５ ．８． １ 

 

福  祉 

センター 

理事６ 

監事２ 

理事６ 

監事２ 

事業報告、理事長・常務理事の職務の執行状況報告、

監査報告、評議員選任候補者の推薦、臨時評議員会

の招集 

 

第４回 

 

Ｒ ５ ．１１．２８ 

 

総合ケア 

センター 

理事６ 

監事２ 

理事６ 

監事２ 

上半期事業報告、上半期収支報告、理事長・常務理

事の職務の執行状況報告、監査報告、臨時評議員会

の招集 

 

第５回 

 

Ｒ ６ ． ３．２６ 福  祉 

センター 

理事６ 

監事２ 

理事６ 

監事２ 

事業報告、理事長・常務理事の職務の執行状況報告、

監査報告、５年度第１次補正予算、６年度事業計画、

６年度資金収支予算、給与規程の一部改定 

 

 

（２） 評議員会 

 区分 開 催 日 開催場所 総数 出席数 主     な     議     題 

定時 Ｒ ５ ．６．２１  福  祉 

センター 

 ７ ６ ４年度事業報告・事業実績報告、監査報告、５年度

事業計画及び予算、４年度決算報告 

第１回 

臨 時 

Ｒ ５ ．１１.２８ 

 

福  祉 

センター 

７ ５ 上半期事業報告、上半期収支報告、理事長・常務理

事の職務の執行状況報告、監査報告、臨時評議員会

の招集 

 

 



 

４ 監事等による監査実施状況 

（１） 監事 

 区分 監査月日 監査対象期間 主 な 監 査 実 施 内 容 改 善・意 見 

第１回 Ｒ ５ ．５．１７ ４年度事業・会計全般 ４年度事業報告・各会計資金収支計算書・

事業活動収支計算書・貸借対照表・財産目

録、利用者の金銭等管理 

適正 

第２回 Ｒ ５ ．７．２９ ５年度第１・四半期 ５年度事業運営・各会計経理・資産管理 適正 

第３回 Ｒ ５ ．１１．１５ ５年度第２・四半期 ５年度事業運営・各会計経理・資産管理、、 

利用者の金銭等管理 

適正 

第４回 Ｒ ６ ．２．２９ ５年度第３・四半期 ５年度事業運営・各会計経理・資産管理 適正 

 

（２） 公認会計士 

 区分 監 査 月 日 監査対象期間 主 な 監 査 実 施 内 容 改 善・意 見 

第１回 

 

Ｒ ５ ．５．１５ ４年度会計全般 ４年度各会計資金収支計算書・事業活動収

支計算書・貸借対照表・財産目録 

適正 

第２回 Ｒ ５ ．１１．９ ５年度上半期会計全般 ５年度上半期各会計資金収支計算書・事業

活動収支計算書・貸借対照表 

適正 

 



令和５年度 事業実績報告書 

 

施設名 厚真リハビリセンター 

事 業 項 目 実      績 

 

事業方針 

障害者支援施設厚真リハビ

リセンターは、法人の経営理

念に基づき、利用者の自己選

択と自己決定を尊重し、個人

の尊厳に配慮した良質かつ安

全・安心なサービスの提供に

努めるとともに、健康管理、

日常生活能力の維持・向上、

創作活動の充実・活性化等の

自立支援の向上に努めます。 

また、将来にわたって安定

的な施設運営を図るため、身

体障害のみならず知的障害や

精神障害のある方の利用促進

に努めるとともに、市町村や

医療機関、相談支援事業所等

の関係機関に対し、施設の運

営方針や支援体制等について

積極的な情報発信を行い、利

用者の定員満床とショートス

テイの利用拡大を目指しま

す。 

 

 

 

法人の経営理念に基づき、安全・安心なサービスの提供に努めるととも

に、健康の維持・増進、日常生活能力の維持・向上、創作活動の充実・活性

化等の自立支援の向上に努めた。 

将来の安定的な運営に向けて、身体・知的・精神の３障がいに対応できる

専門知識と支援技術の習得・向上を図るための職員研修を実施した。 

施設の概要や支援体制等について、行政や医療機関、相談支援事業所等の

関係機関に対し積極的な情報提供を行い、相互関係を図りながら、利用者の

定員充足率の向上とショートステイの利用拡大に努めた。 

 

【入退所者の状況】 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

入 所 １名 ０名 １名 ０名 ０名 １名 

退 所 ０名 １名 ０名 １名 ０名 ０名 

在 籍 ４８名 ４７名 ４８名 ４７名 ４７名 ４８名 

 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入 所 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 １名 

退 所 ０名 ０名 ０名 ２名 ０名 ０名 

在 籍 ４８名 ４８名 ４８名 ４６名 ４６名 ４７名 

 

【ショートステイの利用状況】 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

人 数 ４名 ４名 ５名 ５名 ５名 ６名 

延人数 ２６名 ３２名 ２４名 ２７名 ２９名 ４６名 

 

月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

人 数 ７名 ７名 ４名 ７名 ７名 ９名 

延人数 ４６名 ４２名 ３８名 ４４名 ４５名 ５３名 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

重点目標 

１ 個別支援計画（ケアプ

ラン）に基づく個々の障

がい特性に対応した適切

なサービスの提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 利用者の自立支援と

地域移行を目指した生

活支援 

 

 

 

 

 

３ 食事の提供 

 

 

 

〇 サービス管理責任者が中心となり、利用者の自己選択・自己決定を尊重 

した支援計画を作成し、利用者ニーズに沿ったサービスの提供に努めた。 

 

【個別支援計画・機能訓練実施計画策定会議実績】 計８９名 

開催月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

人 数 8名 8名 5名 9名 8名 7名 

開催月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

人 数 9名 7名 延期 延期 14名 14名 

 

【栄養ケア計画策定会議実績】 計８９名 

開催月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

人 数 8名 8名 5名 9名 8名 7名 

開催月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

人 数 9名 7名 延期 延期 13名 14名 

 

※ １２月、１月分は新型コロナウイルス感染症クラスター対応のため延期

し、２月、３月に繰り越して実施した。 

 

〇 利用者の健康とＡＤＬの維持・向上を目的とした活動支援を行うと共 

に、生きがいや楽しみとなるレクリエーションや創作活動等の日中活動支 

援の充実に努めた。 

〇 利用者が自主的に行う季節行事やお茶会などの自治会活動に対し、個々の

エンパワメントを促進する観点から必要な支援に努めた。 

〇 相談支援事業所と連携し、地域生活移行希望者に必要な情報提供等の支 

援に努めた。 

 

〇 利用者が健康に過ごしていただく為の「個別栄養ケア計画」を作成し、 

個々の栄養マネジメントを実施した。 

〇 利用者の意見、希望等をメニューに反映する嗜好調査を実施した。 

（経管栄養者、回答不可者は除く） 

〇 季節に合ったメニューや旬の素材を使った食事を提供した。 

  ４月（筍ご飯、てんぷら等）５月（天丼等） 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 機能訓練の実施 

 

 

 

 

 

５ 感染症防止対策と健康

管理の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 協力病院・その他の医

療機関との連携 

 

 

  ７月（うな丼等）９月（焼肉、焼き鳥、チラシ寿司等）１０月（バイ 

キング）１１月（海鮮丼等）１２月（寿司、年越しそば等）１月（正 

月料理、餅、刺身等）２月（鍋等）３月（ちらし寿司、餅等） 

〇 食事形態を検証し、利用者個々の嚥下状態に合わせた食事の提供に努め 

た。 

〇 利用者に食事の大切さや栄養に関する興味と知識を持ってもらう為、季 

節行事メニューの由来等を記載したポスターやチラシを食堂に掲示し 

た。(計６回) 

 

〇 利用者の心身の状況に合わせた「個別機能訓練計画」を作成し、新施設

の広い機能訓練室と最新設備を生かして、身体機能の維持と日常生活能力

の向上に繋げるための訓練を実施した。また、訓練士と生活支援員等で集

団リハビリを実施し、利用者の意欲を引き出すきっかけ作り、体力作りを

行い活動性向上に努めた。 

 

〇 新型コロナウイルス等の感染症から利用者を守るため、利用者、職員、

外部関係者等に対する基本的感染防止対策を徹底に努めていたところ、令

和５年１２月にクラスターが発生。関係機関と連携し感染拡大防止に取り

組み、令和６年１月１０日に収束した。 

【感染者数：利用者２０名、職員９名、合計２９名】 

〇 新型コロナワクチン及びインフルエンザワクチン接種を希望する利用者

（保護者）に対し、円滑に予防接種が受けられるよう支援に努めた。 

〇 年２回の定期健康診断、定期検査（採尿・採血）を９月、３月に実施し

た。 

〇 二次性疾患（既存の疾患の憎悪やそのことで新たに発生した疾患）の早

期発見の為に、日々の健康状態の把握と精神的な支援を実施した。 

また、長期臥床による身体機能低下（特に循環障害や褥瘡等）の予防の

ため、離床支援に努めた。 

〇 嚥下機能低下に伴う誤嚥性肺炎の予防を考慮した口腔ケアと低栄養、脱

水等を防止するための摂食・嚥下ケアを実施した。 

 

〇 利用者の急変等による協力病院等の医療機関への受診・入院や往診、迅

速な対応と医師等への情報提供に努めた。 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

７ 権利擁護・虐待防止の

取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ヒヤリハット・事故防

止の取り組み 

 

 

 

９ 利用者・家族からの要

望、苦情相談等 

 

 

 

１０ 福祉サービス自己評価

実施 

 

１１ 職員研修の充実 

 

 

〇 利用者の権利を擁護し、虐待や不適切ケアを未然に防止するための職員

研修等を５月、７月、３月に実施した。１１月は権利擁護についてのアン

ケート・職員会議にて権利擁護について職員間に周知したため施設内研修

は中止した。 

〇 権利擁護についてのアンケートを 11月、３月利用者、職員に実施、集計

結果を周知し、自分たちの支援がどのように捉えられているかを知り、権

利擁護の質向上に努めた。 

〇 職員倫理綱領に基づき、職員一人ひとりが高い倫理観を持ち、利用者や

その家族の方々の信頼獲得と秘密保持に努めた。 

 

〇 利用者一人ひとりの心身の状況を的確に把握した支援体制を構築し、事

故の未然防止に努めた。 

〇 事故が発生した場合は、速やかに対応し、その検証結果を職場全体で共

有し、再発防止に努めた。 

 

〇 利用者やその家族からの要望や苦情相談等に対し、真摯に受け止め、迅

速かつ適切に対応している。(苦情、苦情相談件数：２件) 

また、コロナ禍における家族の面会希望に応えるため、５月から感染対

策に留意しながら対面面会を実施した。 

 

〇 １１月に障がい福祉サービスに対する自己評価を実施した。 

 

 

〇 職員の資質向上と能力開発を目指すとともに、支援者としての強い使命 

感をもった職員の育成を図ることを目的として職員研修（ア～エ）を実 

施した。 

 

（ア） 各種福祉制度について職員会議等を通して理解を深めた。 

（イ） 施設内研修等を通して、利用者の尊厳、人権擁護、虐待、身体拘束

についての理解を深めた。 

（ウ） 施設内研修等を通して、感染症の蔓延や転倒、嚥下、服薬等に係わ

る危険を予見し、事故防止に努めた。 

（エ） 施設内研修等を通して、身体・知的・精神の３障がいに関する知識

及び支援技術の向上を図った。 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

【内部研修実績】 延べ参加人数 ２８１名 
 

実施月日 研 修 名 人数 

５月１日～ 急変時の対応について 25名 

５月２日～ 
事故防止に関する事例演習 

『危険予知トレーニング』 
25名 

６月６日 権利擁護・虐待防止に関するテスト 29名 

７月２４日～ 権利擁護・虐待防止に関する事例演習 29名 

７月２４日～ 
メンタルヘルスに関する事例演習 

『ストレスコーピング』 
27名 

８月２１日～ 
感染対策について 

『ノロウィルスの予防、対応について』 
24名 

９月１１日～ 
事故防止に関する事例演習 

『利用者間でのトラブル対応について』 
24名 

１０月 

権利擁護・虐待防止についての事例演習 

※権利擁護に関する利用者及び職員アンケート・職

員会議にて権利擁護・虐待防止の内容を周知したた

め中止 

中止 

１０月 

精神・知的・発達障害に関するテスト 

※短期入所で複数の知的・精神障害の方が利用さ

れ、随時、職員間で障害特性についての情報共有と

適切な対応方法を検討したため研修は中止 

中止 

１１月１日～ メンタルヘルスについて 24名 

同上 権利擁護に関する利用者及び職員アンケート 27名 

１２月 感染対策について ※クラスター発生で中止 中止 

１月 事故防止について ※クラスター発生で中止 中止 

２月 
権利擁護・虐待防止についての事例演習 

※３月のテストと合同で実施したため中止 
中止 

３月 
精神・知的・発達障害に関するテスト 

※上記１０月のテストと同様にて中止 
中止 

３月７日～ 権利擁護に関する利用者及び職員アンケート 15名 

３月１１日～ 
権利擁護・虐待防止についてのテスト 

グループワーク 
32名 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

【外部研修実績】参加人数 １６名 
 

実施月日 研 修 名 人数 

7月21～22日 全国身体障害者施設協議会研究大会 ２名 

9月4日 ケアガイドライン研修 ２名 

9月30日 災害看護研修(オンライン) ２名 

10月20日 
胆振圏域福祉人材育成講座 

「発達障害の理解の支援」 
３名 

10月21日 北海道介護福祉士会日胆支部研修会 １名 

10月26日 身体障害者福祉施設職員研修 ３名 

2月16日 身体障害者福祉施設研究セミナー １名 

2月26日 
東胆振圏域精神障害者地域生活支援事業 

（地域移行研修事業） 
１名 

3月10日 
医療関係者等スキルアップセミナー 

（オンライン） 
１名 

 



令和５年度 事業実績報告書 

 

施設名 豊厚園 

事 業 項 目 実      績 

 

事業方針 

 特別養護老人ホーム豊厚園

は、法人の経営理念に基づき、

利用者とご家族の皆様に安心・

安全なサービスを提供するた

め、常にサービスの内容を点検

し、安定した最良のサービスを

提供するとともに地域の多様

なニーズに即したサービスが

提供できるよう関係団体と連

携を図ります。 

また、災害や感染症対策を強

化するとともに、利用者が笑顔

で健康的に毎日を過ごせるよ

う運動プログラムや余暇活動

などの特色あるサービス提供

に取り組みます。 

 

重点目標 

（１） 感染予防対策に関する

取組 

 

 

 

（２） 利用者の尊厳に配慮し

たサービスの提供 

 

 

 

特別養護老人ホーム豊厚園の利用者が穏やかで安心した生活を送ることが

できるよう職員一人一人が、真心のこもった肌理細かなサービスの提供に取

り組んだ。 

 また、自宅等での生活が困難となった入所希望者を関係団体や医療機関等

と連携し入所支援を実施した。 

 

【新規・退所利用者数】 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

入 所 ５名 ３名 ２名 ２名 ３名 ５名  １名 

退 所 ２名 ２名 ２名 ３名 ２名 ２名  ０名 

在 籍 ７４名 ７５名 ７５名 ７４名 ７５名 ７８名 ７９名 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

入 所 １名 ０名 ３名 ０名 ２名 ２７名 

退 所 ２名 １名 ２名 ２名 １名 ２１名 

在 籍 ７８名 ７７名 ７８名 ７６名 ７７名  

 

 

法人内の感染症対策委員会と連携し感染対策に努めた。 

また、感染症が発生した場合にサービス提供を継続できるよう事業所内で

感染症に関する研修会（シミュレーション）を実施し平時からの体制整備に

取り組んだ。 

 

① サービス計画書に基づき、介護（身体介護、余暇活動等）・看護（健康管

理、救急時対応等）・栄養管理（嗜好調査、治療食提供等）・訓練（個別、

集団訓練の実施等）・相談（利用者及び家族からの施設生活に関する相談

等）による利用者個々の状態に応じた各種サービスを提供した。 

② 自分で決定することが可能な利用者に対しては、自己選択・自己決定が

できるよう努めた。また、自己決定が困難な利用者には、家族の意向を反

映したサービスを提供した。 
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（３） 安心・安全な生活環

境の提供 

 

 

 

 

 

 

（４） 自己決定権に配慮

したサービス提供 

 

 

 

 

（５） 施設サービス計画

書の立案・実践の取

り組み 

 

 

③ 新型コロナウイルス感染症やその他の感染予防を配慮しながら、オンライ

ン面会及び対面面会を実施し利用者と家族のＱＯＬの向上を図った。 

 

【オンライン面会】 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

件数 ２件 ０件 ０件 ２件 ０件 ０件 ０件 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

件数 ０件 １件 ０件 ０件 ０件 ５件 

 

【対面面会】 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

人数 280名 333名 307名 177名 365名 217名 327名 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

件数 352名 219名 156名 228名 235名 3196名 

 

① 入居者の心身状態の情報を共有するため、日中勤務者と夜間勤務者が情報

を的確に引き継ぐとともに、各種記録を整備し、安心・安全な生活環境の提

供に努めた。 

② 事故予防対策として、事故やヒヤリハットの発生時に原因を十分に究明し

対策を検討するとともに、検討内容を全職員に周知徹底し再発防止に取り組

んだ。また、定期的に施設内に危険箇所がないか点検し問題箇所を改善し

た。 

 

① 食事に関しては、管理栄養士が利用者から随時聞き取りするほか申し出に

より食事形態の変更や代替食を提供した。 

また、献立の希望を聴取し利用者の個々の希望が反映されるよう積極的に

取り組んだ。 

② 施設内で実施される行事を案内し、希望者が参加できるよう取り組んだ。 

 

サービス担当者会議の結果を基に個々のサービス計画書を作成し、より良い

サービス提供に取り組んだ。 
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（６） 職員の知識と技術

の向上を図る計画的

な取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サービス担当者会議実績】 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

件数 ２５件 １８件 ２５件 １３件 ２７件 ２６件 ２８件 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

件数 ２７件 ２７件 ２７件 ３１件 ２６件 ３００件 

 

計画的に研修会に参加し、職員の知識と技術の向上を図った。 

 

【内部研修】 計６件 延べ９９人 

実施月日 研修名 人数 

５月１日 新型コロナ感染症シミュレーション １４人 

６月２０・２９日

７月１２日 
食中毒について ２９人 

７月１２日 新型コロナウイルス・感染性胃腸炎 ６人 

９月２４・２５日 人間関係研修会 １０人 

１０月３０日 虐待防止研修会 １９人 

１２月１２日 権利擁護・虐待防止研修 ２１人 

 

【外部研修】 計１１件 延べ１９人 

実施月日 研修名 開催地 人数 

５月２２日 
新型コロナウイルス感染症 

５類移行後の対応について 
オンライン ５人 

６月１２日 介護ロボット展示研修会 苫小牧市 １人 

６月２０日 徘徊捜索模擬訓練・認知症講座 厚真町 ４人 

６月２３・２６日 安全対策担当者養成研修 オンライン ２人 

６月１６・２３日 入職３年目以内職員研修会 オンライン １人 

９月１５・２２日 係長・主任（リーダー）研修 オンライン １人 

１０月２６日 徘徊捜索模擬訓練 厚真町 １人 

１２月６日 ケアマネカフェ東胆振編 安平町 １人 

１月１２・１９日 係長・主任（リーダー）研修 オンライン １人 

２月１７日 介護認定審査会現任研修 オンライン １人 

３月１８日 日胆地区老施協施設長研修会 苫小牧市 １人 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

（７） 認知症ケアの実践 

 

 

 

 

（８） 権利擁護・虐待防止の

取り組み 

 

 

 

 

（９）相談・苦情対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０） サービス自己評価の

実施 

 

（１１） 防災対策への取り 

組み 

 

 

認知症を抱える入居者に対して「肌理細かで真心のこもった介護」を実施

するため、フロアごとによるサービスを提供した。 

 厚真町内の関係機関や地域住民と連携し徘徊者の捜索模擬訓練に参加し

た。（令和５年６月２０日、１０月２６日実施） 

 

権利擁護と虐待防止に努めた。 

職員のストレスチェックを実施した。（令和５年１０月実施） 

職員及び利用者を対象に虐待に関する調査を実施した。 

（第１回：令和５年１０月、第２回：令和６年３月実施） 

虐待に関する研修会を実施した。（令和５年１０月、１２月実施） 

 

相談しやすい環境を整え、苦情の申し出に対して速やかに対応した。会議等

で職員に周知し当該職員については個別指導を実施した。（苦情件数３件） 

 

【苦情内容】 

① 臥床時、体勢の修正を職員に依頼したが、これ以上できないと強い口調で

返答された。 

② トイレから立ち上がる際に、「片手でなく両手で手すりに掴まらないとダ

メだ」と強い口調で言われた。 

③ 家族から預かった衣類に名前が書いてなかったことに対し、職員から「今

回は、私が書いてやったけど、本当は名前を書いてくるもんだ」と怒られた。

怖くて何も言えなかった。 

 

良質なサービスを継続し提供するために、総合的なサービス評価を実施し、

計画の改善に反映した。（令和５年１０月実施） 

 

防災意識の向上を目的に災害に関する基礎知識の習得や防災対策全般の意

識向上に取り組んだ。 

総合避難訓練：火災想定（令和５年５月１７日実施） 

夜間参集訓練：夜間災害想定（令和５年１１月１５日実施） 

垂直避難訓練：河川増水想定（令和６年３月１３日実施） 

 

 

 

 



令和５年度 事業実績報告書 

 

施設名 あつまデイサービスセンター 

事 業 項 目 実      績 

 

事業方針 

高齢者がいつまでも安心

した生活を送ることができ

るよう、自立を目的とした

個別ケアへの意識を高め、

実情に即したサービスを提

供し利用者や家族が満足を

得られるように支援しま

す。 

また、利用者にとって適

切なサービスを提供するた

めには、家族等と情報交換

するほか、全職員が介護の

知識と技術を高め専門性の

ある支援が実践できるよう

人材育成に取り組みます。 

 

重点目標 

１ 通所介護、第１号通所

事業の提供 

（１） 通所介護計画書及

び第１号通所介護計

画書の作成並びにサ

ービスの提供 

① ケアプラン会議の

開催（経過状況及び

評価検討の実施） 

 

 

 

利用者が慣れ親しんだ町で、安心した在宅生活を送ることができる

よう適切なサービスを提供するために家族等と緊密に連携し利用者の

自立を目的とした個別ケアに取り組んだ。 

 

営 業 日 月～土曜日 週６日 

時 間 １０時００分～１５時３０分 

利用者数 ８.１名（１日平均） 

登 録 者 ３０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ケアプラン会議の開催 

利用者個々の介護予防等の計画を作成した。 

[開催状況] 

月 件数 備    考 

４月 １件 〔会議参加者数〕 

デイ職員 ４名 ５月 １件 

６月 １件 

７月 １件 

８月 １件 

９月 １件 

１０月 １件 

１１月 １件 
 

  



 

 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

② サービス担当者会

議等で、必要な情報

の収集と提供 

 

 

月 件数 備    考 

１２月 １件  

１月 １件 

２月 １件 

３月 １件 

合 計 １２件 

 

サービス担当者会議等を開催し利用者の自己選択と自己決定を尊重

したサービス計画を作成し、計画に沿ったサービスを提供する外、利用

者の情報提供に努めた。 

 

[開催状況] 

月 件数 参加者 

４月 ２件 本人、家族、介護支援

専門員、地域包括支援

センター職員、関係事

業所職員等 

５月 ６件 

６月 ６件 

７月 ５件 

８月 １件 

９月 ２件 

１０月 ９件 

１１月 ４件 

１２月 ５件 

１月 ３件 

２月 ４件 

３月 ４件 

合 計 ５１件 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

（２） 機能訓練による 

ＡＤＬの維持・向上

支援 

① 居宅サービス計

画書及び介護予防

計画書に基づく支

援の実施。 

 

② 関係機関と連携

し個々の機能に応

じたサービスを実

施。 

 

２ 個別ケアへの取り組 

 み 

（１） 個別ケア 

① 利用者を適切に

支援することを目

的に利用者個々の

情報を共有する共

有会議を定期的に

開催する。 

 

② 利用者の特性に

応じたコミュニケ

ーション技法の統

一化を図る。 

 

③ 認知症ケアに関

する施設内研修会

を開催する。 

 

 

 

 

利用者の日常生活動作（ＡＤＬ）が維持され、安定した生活を送るこ

とができるよう居宅サービス計画書や介護予防計画書に基づき利用者

が取り組みやすいゲーム等や歩行訓練に取り組んだ。 

 

 

利用者、家族や担当ケアマネから通院や服薬の心身状況に関する情

報を収集し健康管理に努めた。 

 

 

 

 

 

 

利用者個々の日常生活動作（ＡＤＬ）や身体状況の変化等について、

職員間で情報を共有するため定期的に会議を開催（職員間での情報共

有）する外、必要の都度、会議を開催する等、全員が共通の認識で対応

した。 

定例会議 毎月１回  

参 加 者 職員４名 

 

利用者が職員に心を開きやすく、何よりも安心して過ごせるよう利用

者に対する職員のコミュニケーション方法を統一して、対応した。 

 

 

 

職員個々が認知症ケアに対して、統一的な考えの下にチームケアを

行うことが肝要であるため、施設内で認知症ケアに関する勉強会を開

催した。 

 実施日 １１月２４日 

参 加 者 職員４名 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

（２） アクティビティの

取り組み 

個別の通所介護計

画書に基づき、個

別又は小集団活動

等の機会を提供し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 健康管理について 

（１） 必要に応じて情報

を収集（通院、服薬状

況、治療経過、自宅環

境、記録の整備）し、

健康管理に努めま

す。 

（２） 利用日に体調を確

認し、利用者の健康

管理に努めます。 

 

 

 

 

［実施状況］ 

月 内     容 

４ 調理レク、輪投げ、缶つり、玉入れ、スカットボール、 

ブロンゴゲーム 

５ ブロンゴゲーム、ゲーゴールゲーム、ピンポン缶、 

輪投げ、ボーリング 

６ ボーリング、缶釣り、玉入れ、ブロンゴゲーム、 

スカットボール 

７ スカットボール、ピンボン缶、輪投げ、ゲーゴールゲーム、

ボーリング 

８ 缶釣り、玉入れ、ブロンゴゲーム、スカットボール、 

ピンポン缶 

９ 輪投げ、ゲーゴールゲーム、ボーリング、缶釣り 

１０ 玉入れ、ブロンゴゲーム、スカットボール、ピンポン缶、

輪投げ 

１１ ゲーゴールゲーム、ボーリング、缶釣り、玉入れ、 

１２ ブロンゴゲーム、スカットボール、ピンポン缶、輪投げ 

１ 輪投げ、ボーリング、缶釣り、玉入れ、ブロンゴゲーム 

２ スカットボール、ピンポン缶、輪投げ、ゲーゴールゲーム 

３ ボーリング、缶釣り、玉入れ、ブロンゴゲーム 

 

感染症の予防対策として、迎え時に利用者の体温・体調等を確認する

とともに家族の健康状態も確認する等、感染予防や健康管理に努めて

いる。利用者が体調不良の時には、家族やケアマネに状況報告し対応し

た。 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

４ 事故防止対策に 

ついて 

事故を未然に防ぐため

危険箇所等を事前に把握

し定期点検を実施する。 

 

５ 感染症対策について 

感染対策委員会の決定

事項に基づき感染者情報

の報告、感染予防対策、感

染拡大防止に努める。 

 

 

 

 

 

６ 業務・ケアマニュアル

検討会議の開催 

各種ケアマニュアルに

ついては、利用者状況の

変化や ADL の状態に合わ

せて見直す。 

 

７ 施設内外研修 

令和５年度の研修計画

に基づき研修会に参加

し、職員の知識、技術の向

上に努めます。 

 

８ 家族との連携 

（１） 定期的な情報交換 

 

 

 

 

法人主催の事故防止委員会に参加し、危険箇所等の定期点検を実施

した。また、毎朝のデイサービスセンター職員ミーティングで、事故防

止に向けた留意事項を伝達した。 

 

 

法人が開催する「感染症対策委員会」に出席し、道内・胆振管内・近

隣市町村の感染情報を共有するとともに町内や各事業所の発生状況を

情報収集した。 

また、各事業で感染症が発生している場合は、委員会から提示される

予防策を遵守する等、委員会と連携を図り感染予防に努めた。 

デイサービスセンターは、家庭と直結しているため町内で発生する

感染症に直接影響を受ける危険性があることから、職員一人一人が慎

重な行動を取り感染防止に努めた。 

 

 

 

利用者の状況変化等に応じて、各種ケアマニュアルの見直しを行っ

た。 

 

 

 

 

〔研修参加状況〕 

令和５年度の研修計画に基づき施設内で実施した。 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

① 送迎時に利用者

の状況について、

ご家族等と情報交

換を行う。 

 

② 独居利用者につ

いては、別居家族

等に必要な情報を

提供する。 

 

９ 関係機関との連携等に

ついて 

（１） 地域包括支援セン

ター等との連携 

① 地域ケア会議等

へ参加し情報交換

等を行う。 

 

② 地域運営推進委

員会（６か月１回）

を開催する。 

 

１０ 地域交流 

（１） 地域行事への 

参加 

① 利用者の希望

に応じて、地域

で開催される行

事に参加する。 

 

② 運営推進会議

（６か月１回）

を開催する。 

 

 

送迎時に利用者の心身状態について本人及び家族に健康状態等を確

認した外、利用時に懸念される行動等が見受けられた場合は、家族に詳

細を伝えた。 

 

 

独居利用者については、別居家族等に必要な情報を提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度の招集はありませんでした。 

来年度以降、要請に応じで参加する予定。 

 

 

本年度の招集はありませんでした。 

要請に応じで参加する予定。 

 

 

 

 

 

令和５年度 厚真町文化祭へ作品を出展 

 

 

 

 

令和５年９月２５日 開催 

令和６年３月２８日 開催 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

１１ 外出支援 

利用者の意向に沿っ

た外出支援に努める。 

 

 

 

５月 桜見学（安平町鹿公園） 

６月 外出デイ（道の駅あびらＤ５１ステーション） 

８月 外出デイ（道の駅ウトナイ湖） 

１０月 外出デイ（道の駅むかわ四季の館） 

１１月 紅葉ツアー（厚幌ダム） 

 

 

 



令和５年度 事業実績報告書 

 

施設名 厚南デイサービスセンター・みんぐる 

事 業 項 目 実      績 

 

１ 事業方針 

  介護が必要な状態にな

っても住み慣れた地域で

の在宅生活を継続するた

めのサービスを提供し、

利用者が自分らしく生き

生きとした生活が出来る

ように様々な援助を行っ

てまいります。 

障がいや発達に特性の

ある児童が高齢者と交流

しながら社会性を身につ

け、心身の成長を健全に

促す支援に取り組みま

す。 

 

２ 重点目標 

（１） 通所、第１号通所 

事業の提供 

 

 

① 通所介護計画及

び第１号通所介護

計画書作成、サー

ビスの提供 

 

 

利用者ひとりひとりの意向や思いを汲み取り、デイサービスの利用

によってより良い生活が出来るよう通所介護・第１号通所介護計画を

作成し、個別ケアを実践していけるように努めた。 

今年度より実施することとなった共生型放課後等デイサービスみん

ぐるについては、障がいや発達に特性のある児童が自由にのびのびと

自分らしく過ごしていただくよう自主性を尊重した自由な環境づくり

に配慮しながら、学習支援や集団生活への適応支援、高齢者と児童の交

流など良質なサービス提供に努めた。 

また、北海道厚真福祉会の経営理念である、利用者の自己選択と決定

を尊重し、個人の尊厳に配慮した良質かつ安心・安全なサービスを提供

する事に努めた。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況を踏まえ、国内におけ

る感染の流行が終息するまでの期間、新型コロナウイルスをめぐる状

況を的確に把握し、関係機関と連携し感染症対策を進めた。 

 

 

・ 利用者の意向に沿った通所介護計画書及び第１号通所介護計画書

を策定しサービスを提供した。 

・ 新規利用者の情報収集及びサービス担当者会議で情報収集と提供

を行った。 

サービス担当者会議出席（計画作成数） 

月 件 数 備   考 

４月 ７件 （会議参加者数） 

４～７名参加 

（ご家族、ご本人、あつま居宅支援事業所、

ほのぼのライフケアあつま、地域包括支援セ

ンター、ニチイケアセンター、マルキタ家具

センター等職員） 

５月 ３件 

６月 ５件 

７月 ５件 

８月 ６件 

９月 ９件 

１０月 ７件 

１１月 ７件 

１２月 ４件 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 障がい児通所支援 

事業の提供 

 

 

 

① 個別支援計画書

作成、サービスの

提供 

 

 

 

 

 

（３） 個別ケアへの取り

組み 

① 利用者個別理解 

 

 

 

 

 

 

② 個別・グループ活

動への取り組み 

 

月 件 数 備   考 

１月 ５件  

２月 ６件 

３月 ７件 

合計 ７１件 

 

・ 相談支援専門員が作成するサービス等利用計画に基づき、児童・保

護者の意向に沿った個別支援計画書を作成し、サービスを提供した。 

・ 相談支援事業所と連携しながら、個別到達目標の整合性、児童・保

護者もイメージできる利用計画を行った。 

 

新規契約（個別支援計画書作成数） 

月 件 数 備  考 

４月 １件 ※契約前に児童・保護者が施設

内見学、体験利用をしてから契

約となる。 

７月 １件 

８月 １件 

令和６年２月 １件 

合計 ４件 

 

・ ミーティングや業務日誌・会議録にて情報の共有を図り、チームケ

アに取り組んだ。 

・ 利用者のニーズを取り入れ利用者自身が自己選択・自己決定できる

個別、グルーブ活動の充実に努めた。 

・ 介護の基本は同性介護であり、利用者の羞恥心に配慮し、原則とし

て入浴の同性介助に取り組んだ。 

・ 利用者の身体機能に対応した個別機能訓練を実施した。 

・ 児童の特性に対応した支援を実践した 

 

（アクティビティ活動実施状況） 

月 活 動 内 容 

４ 
風船バレー・脳トレ・ピンポン缶・折り紙・さくらんぼの輪

投げ・オセロ・ポケネット・ジェンガ・ボーリング 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

  

月 活 動 内 容 

５ 
缶釣り・脳トレ・ゲーゴールゲーム・だるま落とし・スカッ

トボール・お手玉輪投げ・黒ひげ危機一髪・ベンチホッケー 

６ 
シャップルボード・ちぎり絵・ドミノ倒し・回転ダーツ・棒

倒し・玉のせ・開運お手玉ボード・塗り絵・ベンチホッケー 

７ 
ピンポン缶・塗り絵・ストラックアウト・書道・魚釣り・パ

ズル・オセロ・開運お手玉ボード・トランプ 

８ 
缶釣り・塗り絵・ボーリング・つまんでタワー・ポケネット・

迷路・風船バレー・黒ひげ危機一髪・開運お手玉ボード 

９ 
ゲーゴールゲーム・方言かるた・黒ひげ危機一髪・スカット

ボール・開運お手玉ボード・折り紙・熟語合わせ・トランプ 

１０ 
玉のせ・ストラックアウト・さくらんぼの輪投げ・開運お手

玉ボード・ゲーゴールゲーム 

１１ 
ピンポン缶・さくらんぼの輪投げ・ボーリング・ポケネット・

ゲーゴールゲーム・魚釣り・回転ダーツ・シャッフルボード 

１２ 
ピンポン缶・ポケネット・さくらんぼの輪投げ・ゲーゴール

ゲーム・スカットボール・ボーリング 

１ 
開運お手玉ボード・ゲーゴールゲーム・スカットボール・玉

のせ・ボーリング・塗り絵 

２ 
玉のせ・開運お手玉ボード・ゲーゴールゲーム・風船バレー・

ポケネット・塗り絵・折り紙・熟語合わせ 

３ 
方言かるた・風船バレー・ポケネット・塗り絵・折り紙・魚

釣り・スカットボール 

 

・ 調理レクリエーションでは、高齢者と児童が協力し、食材を混ぜて

焼いての一連の調理をして、出来上がりを皆さんで食べた。 

 

（調理レクリエーション） 

実 施 日 活 動 内 容 

４月１４日 どら焼き 

６月１４～１６日 どら焼き 

９月１３～１５日 かぼちゃ団子 

９月２７～２９日 どら焼き 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

③ 満足度調査の 

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 健康管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 事故防止対策に 

ついて 

 

 

実 施 日 活 動 内 容 

１１月２２～２４日 お汁粉 

２月２９～３月５日 ひな祭り・桜餅作り 

 

・ 実施日：令和６年２月５日～２月２９日（無記名調査） 

・ 対象者：４０名中３０名回答（回答率７５％） 

・ 結 果：満足８１％、やや満足８％、普通８％、やや不満１％、 

・ 評 価：昨年４月より共生型放課後等デイサービスを導入し、同じ

施設内で高齢者と児童が一緒に過ごすことになりました。 

     高齢者の方々からは、少し騒がしいとの声もありましたが、

多くの利用者は広い心で受け入れてくれています。厚南デ

イサービスセンターが１つの大きな家で利用者の皆さんが

家族のように過ごせるよう良質なサービス提供をしていき

ます。 

 

・ 新型コロナウイルス感染症対策として、毎回の利用時に検温、体調

確認し感染予防に努めた。 

・ 健康で元気に過ごすための体力や免疫力を維持するため、利用者の

身体機能に対応した機能訓練・体操・活動等で筋力づくりを積極的に

勧めた。 

・ 通院、治療、処方薬状況、自宅環境などの情報収集に努めた。 

・ 利用毎のバイタルチェック及び体調の把握に努めた。 

・ 主治医、看護師への情報提供に努めた。 

・ 利用者に対し健康講座を実施。 

   ６月２８日、２９日、３０日  「健康のために水を飲もう」 

１０月２５日、２６日、２７日  「1年を振り返って」 

・ インフルエンザ予防接種について文書で利用者や家族に通知 

（１０月）。 

・ ノロウイルスについて対策方法を職員に周知させ利用者や家族に

も文書で通知（１１月）。 

 

・ ヒヤリハット・インシデント・事故発生時に検討会議をし、同じ事

故の防止に努めた。 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 感染症対策に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 業務・ケアマニュ

アル検討会議の開催 

 

 

（８） 施設内外研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インシデント ５件 

 事故     ３件 

・ インシデント、事故について職場研修を実施した。 

  ７月２０日（デイ会議後）、９月２７日（デイ会議後）、 

１０月２６日（デイ会議後）、１月２４日（デイ会議後）、 

３月２５日（デイ会議後） 

・ 法人の事故防止委員会に参加した。 

・ 危険箇所の安全点検を適宜実施した。 

 

・利用者ごとに身体状況の現状を評価し事故防止に努めた。 

・新型コロナウイルス感染症対策として毎月の懇談会及び文書で利用

者や家族に周知し、毎回の利用時に検温、体調確認し感染予防に努め

た。 

・感染症対策委員会で決定した感染予防対策を講じた。 

・法人の感染症対策委員会に参加した。 

・感染時期の感染予防の強化（うがい、手洗いの徹底・マニュアルの確

認）に努めた。 

 

・各種マニュアルの確認、見直しの職場研修を実施した。 

・施設内の研修に参加しサービスの質の向上に努めた。 

・月１回の会議を開催し、業務の見直しを行った。 

 

・令和５年度施設内外研修計画に沿って研修会に参加する等サービス

向上に努めた。 

 

（施設内研修） 

月 研 修 内 容 

４ 自閉症の児童の特徴について 

６ みんぐる・自閉症の児童の支援について 

７ みんぐる・ADHDの児童の特徴及び支援方法 

８ 共生型放課後等デイサービスみんぐる・職員研修報告 

 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

（９） 家族との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10） 関係機関との連携 

について 

 

 

 

 

 

 

 

（11） 地域交流 

 

（外部研修） 

月 研 修 内 容 

６ 共生型放課後等デイサービスみんぐる・職員研修①～③ 

７ 共生型放課後等デイサービスみんぐる・職員研修④ 

 

・ 送迎時に検温・体調やデイでの状況等を口頭、手紙、連絡ノート

にて情報提供を実施した。 

・ 独居利用者の家族への情報提供を実施した。 

・ 令和６年３月１１日・１３日に家族懇談会を開催した。 

（参加家族） ３月１１日 ６名参加 

        ３月１３日 ７名参加 

・ 共生型放課後等デイサービスみんぐるの保護者とケアパレットの

ラインで連携し、児童利用時の活動状況を写真添付し連絡した。 

 

・ 担当ケアマネとの連携、サービス担当者会議に出席した。 

・ 本年度は新型コロナウイルス感染症対策のため地域ケア会議は休

止となっている。このため担当ケアマネとの連携を密にして情報交

換に努めた。 

・ 令和５年度・第１回厚真町自立支援協議会にて、共生型放課後等デ

イサービスみんぐるの上半期実績報告。（９月２６日） 

・ 令和５年度 運営推進会議を開催した。（２回） 

  １０月６日、３月６日 

 

（地域交流） 

実 施 日 活 動 内 容 協 力 団 体 

４月１３日 ハンドマッサージ 住民活動団体つむぎ（４名） 

５月１６日 花壇清掃 あゆみ会（１０名） 

５月２３日 

異世代交流ワークショ

ップ（ミニカゴ作り） 

住民活動団体つむぎ 

ボランティア（６名） 

放課後児童クラブ（１０名） 

６月１２日 花壇の植樹 近隣住民ボランティア 

７月１８日 花壇清掃 あゆみ会（８名） 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12） 苦情の状況 

 

（13） 外出支援 

 

 

実 施 日 活 動 内 容 協 力 団 体 

８月 ８日 

異世代交流ワークショ

ップ（パステルアート） 

住民活動団体つむぎ 

ボランティア（８名） 

放課後児童クラブ（１０名） 

８月１９日 

ならやまマルシェ交流 

（場所：厚北地域防災

コミュニティセンタ

ー） 

住民活動団体つむぎ 

 

８月２８日 

 ３０日 

厚真町自立支援事業い

きいきサポートとの交

流・玉入れ 

厚真町自立支援事業いきい

きサポート（利用者１０名・

スタッフ２名） 

９月２７日 花壇清掃 あゆみ会（９名） 

10月 14日 
ハロウィンパレード 

交流・見学 

 

10月 28日 
あつまるマーケット 

交流・見学 

 

11月 28日 
宮の森保育所来所 

お遊戯披露 

宮の森保育園 

３月１５日 けん玉大会 教育委員会 

３月 ６日 足台贈呈式 上厚真小学校（児童１１名） 

３月２７日 

あゆみ会踊り披露 

夕焼けとんび 

田舎祭り音頭 

あゆみ会（６名） 

 

・ 無し 

 

・ 火災想定による通報訓練、避難訓練、消火訓練を実施した。 

(６月１６日・２月２０日) 

・ 洪水想定による避難訓練を実施した。（１０月１７日） 

 

 



令和５年度 事業実績報告書 

 

施設名 あつま居宅介護支援事業所 

事 業 項 目 実      績 

 

事 業 方 針 

・ 安心して在宅生活を継

続でき、最後までその人

らしく生活できるよう

支援する 

 

・ 利用者の自立支援及び

家族の介護負担軽軽減 

 

・ 関係機関との連携、よ

りよいサービスの提供 

 

重 点 目 標 

・ 居宅介護支援の充実 

 

 

 

 

 

 

・ サービス事業所・他機

関等との連携強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 住み慣れた地域での在宅生活継続と、その人らしい生活ができる

よう本人の思いを重視した支援に努めた 

 

 

 

・ 法令遵守、公平・適正なサービス提供による自立支援、介護負担軽

減に努めた 

 

・ サービス事業所、他機関等との連携強化でより良いサービスの提

供に努めた 

 

 

（１） 居宅介護支援契約 

担当上限３９件 現在３７件担当（新規１４件） 

（２） 居宅サービス計画の作成 新規、更新、変更時に作成 

（３） サービス提供のモニタリング   毎月実施 

（４） 介護保険給付管理および請求事務 毎月実施 

（５） 受託業務の実施（要支援認定者の受託） 要支援者 計 ３件 

 

（１） サービス事業所 

新規、更新、変更時等にサービス担当者会議を開開催し、適宜

情報交換を行った。 

（２） 医療機関 

医療機関の相談員等と電話連絡し情報交換を行った。 

（３） 地域包括支援センター 

新規利用、介護度変更時の引継ぎ他を行った。困難事例に関す

る情報共有及び報告、検討を行った。 

（４） 民生委員 

独居、老夫婦世帯の状況等に関して適宜連携した。 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

・ 研修会への出席 

 

実施日 研修名 開催地 

5月 27日 
高齢者等の地域ケアを進める会 

令和５年度総会 
苫小牧市 

6 月 19 日～

9月 19日 

一般社団法人北海道総合研究調査会 

北海道介護支援専門員更新研修Ⅰ（前期） 
オンライン 

7月 27日 CareTEX札幌＠`２３（展示会）視察 札幌市 

8月 18日 
北海道介護支援専門員協会  

第１回 胆振ブロック研修会 
オンライン 

10月 30日 
令和５年度 北海道高齢者虐待防止推進

研修会【在宅編】 
札幌市 

11月 14日 
安平町主催介護支援専門員研修（ケアマ

ネジメントに必要な多職種連携のコツ) 
安平町 

12月 6日 
北海道介護支援専門員協会胆振ブロック

主催 第１回ケアマネカフェ 
安平町 

2月 7日 
第１５回日本介護支援専門員協会 九

州・沖縄ブロック研修会 
オンライン 

3月 12日 
安平町主催介護支援専門員研修（権利擁

護研修) 
安平町 

3月 16日 
北海道介護支援専門員協会 

令和６度介護報酬改定研修会 
オンライン 

3月 19日 
北海道介護支援専門員協会胆振ブロック

主催 第１回ケアマネカフェ 
オンライン 

 


